
夢実現へ向かって
　８月28日、第32回カヌー長島海峡横断大会が開催され、
48人の児童生徒らがゴールの蔵之元港を目指しカヌーを
漕ぎ出しました。　　　　　　　　　　（関連記事＝Ｐ３）



　

長
島
町
と
熊
本
県
天
草
市
間
の
架

橋
建
設
を
目
指
す
「
天
草
・
長
島
架

橋
建
設
促
進
期
成
会
」
発
足
式
が
８

月
17
日
、
天
草
市
役
所
牛
深
支
所
で

行
わ
れ
、
出
水
・
天
草
両
地
域
の
自

治
体
、経
済
団
体
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

天
草
・
長
島
間
の
長
島
海
峡
は
、

最
短
約
２
㌔
と
、
島
原
・
天
草
間
の

約
４
・
５
㌔
よ
り
短
く
、島
原
・
天
草
・

長
島
架
橋
（
三
県
架
橋
）
実
現
の
足

が
か
り
と
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
天

草
・
長
島
架
橋
の
建
設
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
期
成
会
を
発

足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
足
式
の
こ
の
日
、
鹿
児
島
県
側

か
ら
は
長
島
町
、
出
水
市
、
阿
久
根

市
の
出
水
地
区
２
市
１
町
の
首
長
や

議
長
と
、
熊
本
県
側
か
ら
天
草
市
、

上
天
草
市
、
苓
北
町
の
２
市
１
町
の

首
長
や
議
長
が
出
席
。
こ
の
ほ
か
、

各
地
域
の
商
工
会
や
観
光
協
会
、
農

協
、
漁
協
な
ど
計
37
団
体
の
代
表
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
期
成
会
の
名
称
や
規

約
、
役
員
選
出
、
活
動
計
画
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
役
員
は
期

成
会
会
長
に
中
村
五
木
天
草
市
長
、

副
会
長
に
川
添
健
長
島
町
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
就
任
し
た
中
村
天
草
市
長

は
「
三
県
架
橋
構
想
の
発
案
か
ら
30

年
以
上
経
過
し
た
。
期
成
会
と
し
て

の
活
動
は
、
行
政
だ
け
で
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
民
間
や
各
組
織
の
協

力
を
も
ら
い
な
が
ら
一
体
と
な
っ

て
、
一
段
階
上
げ
て
運
動
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
、

　

長
島
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、

大
会
を
通
じ
て
島
原
・
天
草
・
長
島

間
の
三
県
架
橋
の
構
想
実
現
に
向
け

て
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
第
32
回

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
が
８
月

28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
出
発
地
の
天
草
市

の
中
学
生
３
人
の
ほ
か
、
三
県
架
橋

構
想
で
架
橋
経
由
地
の
長
崎
県
南
島

原
市
の
小
学
生
８
人
、
さ
ら
に
与
論

町
か
ら
４
人
の
小
中
学
生
が
加
わ

り
、
本
町
の
児
童
生
徒
ら
33
人
と
合

せ
て
48
人
が
ゴ
ー
ル
の
蔵
之
元
港
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
添
町
長
ら
が
選

手
た
ち
へ
激
励
の
言
葉
を
述
た
あ

と
、
古
田
麟
太
郎
さ
ん
（
鷹
巣
小
・

５
年
）
が
「
き
つ
さ
や
暑
さ
に
負
け

ず
、
弱
音
を
吐
か
ず
、
も
っ
と
強
い

自
分
に
な
れ
る
よ
う
最
後
ま
で
元
気

い
っ
ぱ
い
漕
ぎ
き
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
元
気
よ
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
家
族
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
11

時
30
分
頃
牛
深
港
を
出
発
し
ま
し

た
。

　

強
い
日
差
し
の
中
、
長
島
海
峡
を

横
断
す
る
フ
ェ
リ
ー
第
２
天
長
丸
か

ら
の
エ
ー
ル
を
受
け
る
選
手
た
ち
は

約
８
㌔
の
航
路
を
、
小
学
生
は
４
㌔

の
リ
レ
ー
で
、
中
学
生
は
一
人
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
全
員
が
無
事
に

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
漕
ぎ
き
っ
た
選

手
た
ち
の
顔
は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

ゴールを目指しカヌーを漕ぎ出す参加者たち

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
を
発
足

長島海峡をカヌーで横断
↑就任のあいさつをする中村五木天草市長

↑期成会発足を記念して会員ら全員で記念撮影

建設構想となっている長島海峡

長島海峡

赤島

戸島

北方崎

蔵之元 長島町

天草市
（旧：牛深市）

山の浦
念仏峠

大の浦

↑海峡幅は最短約２㌔

↑漕ぎきる事を誓う選手たち ↑櫂立てでエールに応える選手 ↑全員が見事にゴール

漕ぎ出せ！　夢の架け橋へ

何
よ
り
三
県
架
橋
に
係
る
国
の
調
査

予
算
を
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

三
県
架
橋
は
、
昭
和
62
年
か
ら
、

天
草
・
出
水
・
島
原
地
域
の
関
係
自

治
体
に
よ
り
期
成
会
を
設
置
し
、
三

県
選
出
の
国
会
議
員
に
よ
る
議
員
連

盟
を
発
足
す
る
な
ど
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
20
年
に

国
の
財
政
難
な
ど
に
よ
る
理
由
で
、

国
の
基
礎
調
査
な
ど
が
凍
結
さ
れ
て

い
ま
す
。
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わが町の地方創生

↑今回の相談会を実施したスタッフたち

空き不動産の悩みを解決
　本町と株式会社川商ハウス（鹿児島市）、鹿児島
相互信用金庫の３者が共同で「不動産なんでも相談
会」を８月 12 日、町開発総合センターで開催しま
した。
　当日は、10 組 15 人が来場され、貸したい・借
りたい・売りたい・買いたい・壊したいなど、さま
ざまな相談を受け、スタッフらが丁寧に対応してい
ました。
　今後は、長島の物件情報を集めたホームページを
開設し、空き不動産（家、土地）の情報を発信して
いきます。
　空き不動産の活用に悩んでいるかたはご連絡くだ
さい。個別に訪問、相談に応じます。

◎問い合わせ先
　地域おこし協力隊　益田啓光☎ 090（9722）4696
　E-mail：hiromitsu0305@gmail.com

探求型キャリア教育プログラム「S
ソ ー シ ャ ル

OCIAL C
チ ェ ン ジ

HANGE」を開催
　８月 21 日と 22 日の２日間、長島大陸 N セン
ターは株式会社教育と探求社（東京都）と提携し
て、長島町内の中学生、高校生を対象にした探求
型キャリア教育プログラム「SOCIAL CHANGE in 
NAGASHIMA」を開催しました。
　2 日間で中高生 19 人が参加し、「困っている人
を探す・笑顔にする」を課題としたワークショップ
に参加したり、町内の事業者さんらの仕事の魅力を
聞いたりしました。
　最後の発表会では、参加した中高生らが考えた

「困っている人を笑顔にする」アイデアが披露され
ました。

↑ワークショップに参加する中高生

「T
テ ィ ル プ ス

IRPSE」の田村浩二シェフが食材視察
　８月 27 日、「TIRPSE」（東京都港区）の田村浩二
シェフが長島町を訪問し、町内の生産者と交流を図
りました。
　同店は「世界のベストレストラン 50」に選出さ
れるなど、日本を代表するレストランのひとつです。
同シェフは、石元淳平醸造（白瀬）の「COCOROMISO」
や、濵村修二さん（薄井）、長元翼さん（同）らが
生産する「むじょかさば」などを視察し、その生産
環境や品質の高さに驚いていました。
　今回視察した食材は、10 月 24 日に出水市内で
実施される催し「ガストロノミーラボ O-GiLi（オー
ギリ）」で使用される予定です。
　長島町の食材や VR（ヴァーチャルリアリティ）
を取り入れた料理を、同シェフに披露してもらいま
す。興味のあるかたは次の URL をご覧ください。

↑食材の確認をする田村シェフ

○ガストロノミーラボ O-GiLi（オーギリ）
http://nagashima-kikaku.com/o-gili/

↑食事満足度１位となったツアー

長島大陸市場食堂が「全国お客様食事満足度」１位に！
　長島町の観光振興のため、旅行代理店大手の株式
会社阪急交通社（大阪市）と昨年 10 月に連携協定
を締結し、役場内に同社の長島大陸支店を設けまし
た。
　地域 “超” 密着をテーマに同社スタッフと町内の
かたがたが一緒になって、さまざまなツアーを考え
ています。
　その結果、長島大陸市場食堂の「鰤王定食」を
含むツアーが、2016 年度の阪急交通社の国内全ツ
アーの中で食事満足度第１位（91.8％）となりま
した。
　2017 年度の長島町へのツアー客は現在 2,500
人。年間 4,000 人を見込んでいて、新しいツアー
の商品化も進めています。

↑出版された書籍

「地方創生～これから何をなすべきか～」を出版
　地方創生に向けて全国で展開されている多彩な取
り組みを幅広く紹介する書籍「地方創生～これから
何をなすべきか～」が８月20日、株式会社創成社（東
京都文京区）から出版されました。
　このうち第 12章は、本町の地域おこし協力隊の
明石照久さんが執筆。長島町の地方創生に関する先
進的な取り組みについて、主に地域おこし協力隊の
活動現場における観察とインタビューなど、地域密
着型のフィールド研究を通して得られた情報に基づ
く一編の論文として構成されています。
　長島町の取り組み、そして、本町の地域おこし協
力隊の特徴などが簡潔にまとめられていますので、
興味のあるかたは、ご一読ください。

○書籍の概要
　編著者　橋本行史 関西大学大学院教授
　Ａ５版、256 ㌻、価格 2,700 円

↑長島未来企画合同会社の出資者となった７人の協力隊

地域おこし協力隊で商社を設立
　地域おこし協力隊７人が出資して、長島未来企画合
同会社を設立しました。
　長島町の地方創生の取り組みを協力隊としての最
長任期となる３年間経過後も、継続して活動できるよ
うにするため、同社の設立となりました。
　設立を期に、これまで以上に産業振興・観光・教育
など、さまざまな分野で事業を進めていきます。
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１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

８
日

９
日

10
日

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

23
日

24
日

25
日

28
日

29
日

30
日
～
31
日

出
水
駅
・
蔵
之
元
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促

進
協
議
会
総
会　
　
　
　
　
（
天
草
市
牛
深
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
防
災
研
修
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
政
研
修
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
北
薩
振
興
局
へ

要
望
活
動　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

水
源
地
祭
り　
（
現
地
・
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

出
水
地
区
ち
び
っ
子
相
撲
大
会　
（
出
水
市
）

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会　
（
鹿
児
島
市
）

離
島
行
政
懇
談
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
「
地
域
包
括
ケ
ア
と
連
動
し
た
地

域
自
殺
対
策
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」（
鹿
児
島
市
）

離
島
振
興
協
議
会
決
算
監
査　
（
鹿
児
島
市
）

建
友
会
道
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
第
３
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
発
足
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
市
牛
深
）

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
総
会　
（
出
水
市
）

町
商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

花
の
町
づ
く
り
協
議
会
総
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

桃
源
郷
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
（
桃
源
郷
）

イ
ワ
ガ
キ
試
食
会　
　
　
　
　
（
太
陽
の
里
）

水
産
の
日　

豊
漁
祈
願
祭
等　
　
（
薄
井
港
）

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
牛
深
港
～
蔵
之
元
港
）

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告
会　
　
　
（
役
場
）

町
長
査
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
国
体
指
定
強
化
選
手
表
敬
訪
問（
役
場
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

三
県
架
橋
構
想
及
び
九
州
西
海
岸
軸
構
想
の

実
現
に
向
け
て
要
望
活
動　
　
　
（
東
京
都
）

８月

　義足を作る臼井さんは、どんな
に難しい仕事でも無理と言わず立
ち向かい、作り続けている義足に
はあつい思いが込められています。

　災害救助犬の候補として引き
取られた、ゆめのすけ。人を恐
れ、ビビリな性格のゆめのすけ
は、災害救助犬になれるのか…。

七
色 

虹
子　

漫
画

「
ゆ
め
の
す
け
が
見
た
空
」

臼
井 

二
美
男

「
転
ん
で
も
、
大
丈
夫
」

原
爆
忌
仏
に
見
ゆ
る
野
辺
の
石　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

川
音
を
一
品
加
え
鮎
料
理　
　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

薫
風
や
少
女
は
羽
化
を
始
め
た
る　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

た
だ
灼
け
て
顔
の
異こ
と

な
る
野の

面づ
ら

積づ

み　
　
　

迫
口　

君
代

ま
だ
癒
え
ぬ
地な

い震
の
傷
跡
藺い
ぐ
さ草
風　
　
　
　

大
堂　

早
苗

熊
蝉
の
殻
の
四
、五
十
檀ま
ゆ
みの
木　
　
　
　
　

 

二
階
堂
妙
子

旅
先
の
宿
の
川
音お

や
鮎
づ
く
し　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

白
雲
に
父
の
顔
あ
り
墓
洗
う　
　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

大
暑
に
負
け
じ
と
老
婆
美
化
作
業　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

鮎
持
ち
の
一
本
の
道
峠
越
え　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

半
夏
生
友
は
故
郷
の
土
と
帰
す　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

夕
焼
に
翳か
げ

る
背
そ
び
ら
や
十
字
塔　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

大
花
火
ほ
ぐ
れ
始
め
の
色
の
濃
し　
　
　
　

脇
田　

武
志

蓮
の
香
や
朝
の
目
ざ
め
も
さ
わ
や
か
に　
　

坂
口　

静
子

［
短
歌
］

永
ら
え
て
戦ひ
さ
ん争
を
語
る
翁
あ
り
哀
し
き
瞳
カ
ッ
と
見
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

息
苦
し
カ
ズ
ラ
巻
き
付
く
杉
の
木
よ
ナ
タ
で
退
治
に
ピ
ン

と
枝
張
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

吾
ら
に
は
理
解
し
か
ね
る
人
口
頭
脳
そ
の
本
と
な
る
二
進

法
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

七
夕
や
折
鶴
に
書
く
願
い
ご
と
み
ん
な
が
幸
せ
楽
し
い

日
々
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
ふ
曽
木
に
来
て
炎
天
の
汗
瀑
布
に

癒
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

我
れ
先
に
声
掛
け
す
る
と
受
け
る
人
返
す
言
葉
が
気
持
ち

良
い
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

朝
凪
の
瀬
戸
の
海
峡
遠お

ち
こ
ち近
に
釣
り
船
浮
か
ぶ
大
橋
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

幾
万
の
歳
月
越
へ
て
残
る
沼
藺
牟
田
水
辺
を
娘
と
廻
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

雨
の
日
に
ほ
ほ
ゑ
み
の
ご
と
満
ち
て
ゐ
る
島
の
温
泉
に
友

ら
と
過
ご
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

虹
も
消
え
降
り
さ
う
で
降
ら
ず
に
暮
れ
て
ゆ
く
灘
の
漁
火

瞬
き
初
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

日
照
り
雨
の
最
中
に
架
か
る
虹
の
橋
不
知
火
の
海
の
島
ま

た
ぐ
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

蜜
柑
畑
の
緑
の
木
陰
に
四
肢
伸
ば
し
横
た
ふ
白
猫
身
動
き

も
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

初
産
の
切
開
ほ
か
な
き
母
牛
よ
胎
内
い
つ
し
か
鼓
動
が
止

ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

小
刻
み
に
眠
れ
ば
足
れ
り
こ
の
頃
の
吾
哀
え
て
老
い
ゆ
く

ら
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

誰
か
ら
も
干
渉
さ
れ
ぬ
生
な
ど
も
欲
し
疲
れ
た
る
夜
に
思

え
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

豊
作
の
喜
び
分
つ
夫
の
亡
く
焼
く
籾
殻
の
終
日
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

四
つ
這
い
と
な
り
て
田
の
草
取
り
ゆ
け
ば
時
お
り
額
の
汗

が
目
に
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

妻
の
逝
き
主
の
逝
き
て
に
わ
と
り
の
二
羽
が
残
り
て
止
り

木
に
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

自
か
ら
の
重
み
に
首
を
垂
れ
て
咲
く
秋
の
日
中
の
ひ
ま
わ

り
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

田
の
畦
に
脱
ぎ
て
お
き
た
る
上
衣
を
ば
肩
に
か
く
れ
ば
す

で
に
露
も
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

こ
の
単
衣
も
は
や
着
る
日
の
な
け
れ
ど
も
捨
て
難
け
れ
ば

夏
干
し
に
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

天
草
の
山
や
海
峡
見
は
る
か
す
峠
路
に
立
ち
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
進
め
、
本
人

や
家
族
へ
の
施
策
の
充
実
を
目
的

に
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団
体
が

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改

め
て
認
知
症
に
対
し
て
の
知
識
を
深

め
、
正
し
い
理
解
に
つ
な
げ
る
機
会

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
の
人
を
見
守
り
支
援
す

る
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
や
、
認
知

症
の
人
へ
の
対
応
方
法
、
家
族
の
気

持
ち
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解

者
・
支
援
者
を
増
や
す
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
受
講
者
に
は
、
地
域
の
中

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
認

知
症
に
対
し
て
偏
見
を
持
た
ず
正
し

く
理
解
し
、
温
か
い
目
で
見
守
る
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

認
知
症
の
相
談
窓
口
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

自
分
自
身
の
こ
と
、
家
族
の
こ

と
、
近
所
の
か
た
の
こ
と
な
ど
で
、

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
悩
ん
で
い
る
本
人
や
ご
家
族

の
た
め
に
、
早
期
に
必
要
な
機
関
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
症
に
関
す
る
活
動

・
認
知
症
の
相
談
窓
口

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

　

開
催

・
認
知
症
予
防
を
含
め
た
介
護
予
防

　

教
室
の
開
催

・
認
知
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動

　

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

第４回つわぶきウォーキング
○開催日　11 月 23 日（木・祝日）
○会場
　長島町役場下駐車場
○時間
　受　付　８時～９時 30 分
　開会式　９時 40 分～
　スタート　13km コース　10 時
　　　　　　７km コース　10 時 30 分
○コース
　13km コース（川床ふれあいの郷折り返し）
　 7 km コース（赤崎橋パーキングパーク折り返し）
○参加料
　小・中・高校生 1,000 円、一般 1,500 円
◎問い合わせ先
　長島花のまちづくり協議会（役場景観推進課内）
　☎（86）1136［直通］
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東
神
楽
町
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

長
島
町
で
は
、
北
海
道
東
神
楽

町
と
の
少
年
交
流
事
業
を
平
成
26

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
長
島
町
の
子
ど
も

た
ち
が
東
神
楽
町
を
訪
問
し
、
北

海
道
の
冬
の
自
然
体
験
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
交
流
を
深
め
ま

す
。

○
日
時

　

12
月
23
日
（
土
）
～
26
日
（
火
）

　
（
３
泊
４
日
）

○
場
所

　

北
海
道
上
川
郡
東
神
楽
町
お
よ

　

び
旭
川
市

○
対
象

　

町
内
の
小
学
５
・
６
年
生

○
定
員

　

20
人

　

※
定
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、

主
催
者
側
で
選
考
し
ま
す
。

○
参
加
費

　

３
万
円

○
申
し
込
み
期
限

　

10
月
２
日
（
月
）

○
そ
の
他

　

各
小
学
校
を
通
じ
て
対
象
児
童

に
参
加
希
望
申
込
書
を
配
布
し
ま

す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

町
内
で
は
長
島
町
食
生
活
改
善

推
進
員
20
人
が
、「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

各
地
区
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
教
室
な
ど
の
活
動
を
行
う
組

織
で
今
回
５
年
ぶ
り
に
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
全
国
に
お
い
て

食
生
活
改
善
推
進
員
は
80
歳
を
過

ぎ
た
か
た
や
男
性
の
か
た
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

・
町
内
在
住
で
75
歳
未
満
の
人

・
受
講
後
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

　

と
し
て
活
動
で
き
る
人

○
講
座
期
間

　

平
成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
２
月

　
（
月
２
回
開
催
で
10
回
コ
ー
ス
、

１
回
あ
た
り
２
～
４
時
間
程
度
）

○
参
加
費

　

無
料

○
場
所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
商
工
労
働
水
産
部
雇

用
労
政
課
支
援
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
２
８

平
成
29
年
度
障
害
者
委
託
訓

練
事
業
新
規
受
講
生
募
集

　

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
で
は
、
平
成
29
年

度
障
害
者
委
託
訓
練
事
業
の
新
規

受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

○
訓
練
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
（
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
訓
練
）

○
定
員

　

８
人
（
応
募
者
が
少
な
い
場

合
、
訓
練
を
実
施
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

○
訓
練
期
間

　

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）
～

平
成
30
年
２
月
14
日
（
水
）
の
３

カ
月
（
土
日
・
祭
日
・
年
末
年
始

は
休
み
で
す
）

○
訓
練
会
場

　

有
限
会
社
キ
ズ
ナ
（
出
水
市
）

○
応
募
資
格

　

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
早

期
の
就
職
や
再
就
職
を
目
指
す
人

　
（
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
で
支

援
を
受
け
て
い
る
人
も
受
講
可
能
）

○
募
集
期
間

　

10
月
２
日（
月
）～
10
月
20
日（
金
）

○
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
と
し
て
９
７
５
１
円
が
必
要

で
す
）

○
申
し
込
み
手
続
き

　

提
出
書
類
を
準
備
の
う
え
、
最

寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

ロ
コ
モ
予
防
講
演
会
in
北
薩

リ
ハ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

健
康
寿
命
短
縮
の
３
大
要
因
の

一
つ
「
ロ
コ
モ
」
の
予
防
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時

　

11
月
18
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
内
容

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み
ん
な
で
取

り
組
む
ロ
コ
モ
予
防
！
」

・
講
演
・
実
技
指
導
「
ロ
コ
モ
と

健
康
寿
命
～
元
気
で
長
生
き
～
」

○
講
座
内
容

・
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
講
話
、

調
理
実
習
・
運
動
な
ど

※
調
理
の
基
本
や
自
分
自
身
お
よ

び
家
族
の
食
生
活
の
問
題
を
把
握

し
、
そ
の
改
善
方
法
を
一
緒
に
考

え
な
が
ら
基
礎
知
識
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。

○
会
場

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

○
申
し
込
み
期
限

　

９
月
29
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児

島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
お
よ
び

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合

で
は
、
10
月
１
日
「
法
の
日
」
に

ち
な
ん
だ
記
念
事
業
と
し
て
次
の

と
お
り
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
14
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館

○
相
談
員

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

　

税
理
士

○
受
け
付
け
る
相
談
の
範
囲

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
税
理
士
の
業
務
全
般

※
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し

　

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

　

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
２
８
３
３

　

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
６
１
４
８

障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催

　

県
で
は
９
月
を
障
害
者
雇
用
支

援
月
間
と
定
め
、
障
害
者
雇
用
支

援
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

障
害
者
の
就
業
を
直
接
支
援
す

る
た
め
、
障
害
者
と
事
業
主
が
一

堂
に
会
す
る
障
害
者
就
職
面
接
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
26
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

○
定
員

　

４
０
０
人
程
度

○
参
加
料

　

無
料

○
申
込
締
切

　

11
月
10
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
北
薩
リ

ハ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
で
検
索
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
１
７
０
４

第
21
回
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
を

開
催

　

高
校
生
の
手
作
り
百
貨
店
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
本
校
生

徒
が
真
心
サ
ー
ビ
ス
で
迎
え
ま

す
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、

今
年
で
21
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

○
場
所

　

出
水
商
業
高
等
学
校

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
立
出
水
商
業
高
等
学
校

　

☎
（
67
）
１
０
６
９

小
型
船
舶
免
許
の
講
習

　

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
14
日
（
土
）

　

受
付　

午
後
２
時
～

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

有
効
期
限
が
１
年
２
カ
月
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し

て
い
る
免
許
証

○
当
日
持
参

　

海
技
免
状
・
認
印
・
料
金
・
住

民
票
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

○
料
金

　

更
新　

９
千
円

　

失
効　

１
万
５
千
円

　

※
事
前
に
な
る
べ
く
予
約
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

※
当
日
は
視
力
検
査
も
実
施
し

　

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３
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↑帆船の上で記念撮影をする参加者たち ↑説明を受けた後、おもちゃ花火を楽しむ園児

がんばろう熊本！ B&G帆船クルーズ

本の小中学生らと交流熊
　7 月 31 日から 8 月２日の３日間「がんばろう
熊本！Ｂ＆Ｇ帆船クルーズ」が長島町で開催され、
熊本地震の被災地である熊本市、南阿蘇村からの
小中学生を受け入れました。
　小浜海水浴場でのマリンスポーツ体験やスイカ
割りなどを行い、夜は会場を帆船に移し、長島町
の子どもたちとの交流会を行いました。
　交流会では長島町の特産品である鰤、ジャガイ
モ、アオサなどを使用した料理を振る舞い、参加
者たちはおいしそうにほおばっていました。

おもちゃ花火教室を実施

火を安全に楽しむ花
　阿久根地区消防組合では、子どもたちにおも
ちゃ花火を安全に楽しんでもらうために、本年度
から管内の幼稚園・保育園児を対象に「おもちゃ
花火教室」をはじめました。
　町内では申請のあった５つの幼稚園・保育園を
対象に、７月８日と 27 日の２日間実施。園児た
ちは、おもちゃ花火の正しい遊びかたについての
説明を受けた後、実際に花火を手に取り、注意事
項をよく守りながら花火を安全に楽しんでいまし
た。

↑多くの声援を受けながら試合にのぞむ選手

第 12回出水地区ちびっこ相撲大会

ッケヨイ、ノコッタ！ハ
　８月５日、県相撲連盟出水支部（濵清吾会長）
主催の第 12 回出水地区ちびっこ相撲大会が出水
市武道館で行われ、出水地区の小学校の児童 202
人が出場し、学年別の個人戦と３人一組の団体戦
で熱戦を繰り広げました。
　本町からは、平尾小学校、川床小学校、鷹巣小
学校の児童らが参加。学年別の個人戦では、永田
平若紗さん（川床小・３年）が見事に優勝し、笠
作バンさん（川床小・６年）は３位に入賞するな
ど活躍しました。

↑高校生と練習に取り組む中学生

↑十五社神社で踊りを奉納する蔵之元郷土芸能保存会
↑講師の英語での説明を真剣に聞く中学生

長島イングリッシュデイズ

語が伝わる喜び英
　８月９日、10 日の２日間、町開発総合センター
で「長島イングリッシュデイズ」が開催され、町
内の小中学生 45 人が参加しました。
　小学生は 10 カ国に関するクイズに英語で答え
るゲームや外国の遊びを通じて世界を知る体験を
し、英語の歌の発表も楽しく行いました。
　中学生は長岡技術科学大学（新潟県）の７カ国
の留学生とゲームを通じ世界の課題について理解
を深めました。このほか、町内バスツアーで長島
の素晴らしいところを留学生と一緒に英語でレ
ポートしました。
　参加者の新田杏梨さん（平尾中・２年）は「初
めて見る民族衣装や留学生との交流が楽しく、前よ
りも英語が好きになりました」と話していました。

町内一円で御八日踊り

き継がれる伝統引
　長島町の伝統行事、御八日踊りが８月８日、町
内の神社や集落であり、各地区に伝承されている
多彩な鐘踊りや棒踊りなどを奉納しました。
　蔵之元集落の十五社神社では、蔵之元郷土芸能
保存会が鉦踊りを奉納。川床の若宮神社では、川
床自治会の中学生たち 11 人が手踊りを披露し、
踊り終わると来場者らから多くの拍手を受けてい
ました。
　今年は、25 の団体、約 600 人の踊り子らが奉
納した御八日踊り。この日は夕方まで、鐘や太鼓
の音が、町内一円に響き渡りました。

明桜館高校柔道部が長島町で合宿

内中学生が合同練習町
　８月 17 日と 18 日の２日間、県立明桜館高等
学校（鹿児島市）柔道部 16 人が、鷹巣の多目的ホー
ルで合宿を行いました。この合宿に町内の中学生
柔道部員９人が合同練習に参加し、全国高校総体
に出場したばかりの有力選手たちと熱のこもった
練習を行いました。
　同校の、工夫の凝らされた基礎練習から、寝技、
立ち技など、暑い中での練習でしたが、参加した
中学生らの表情はとても充実した様子でした。
　参加した小島大

ひろまさ

尚さん（川床中・３年）は「も
のすごく練習がきつかったけど、高校生と練習が
できていい経験になった」と、満足げに話してく
れました。
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↑身の大きい岩ガキを使った料理

↑調理実習にチャレンジする児童たち

特産品化を目指して岩ガキの試食会

の新たな特産品の一つに町
　８月 24 日、レジャーランド太陽の里で、本町
の新たな特産品として試験養殖を行っている岩ガ
キの試食会が行われ、川添町長をはじめ関係者ら
が出席しました。
　町内では、すでに２業者が岩ガキの養殖、販売
を行っています。町でも新たな長島の特産品とす
るため３年前から町水産種苗センターなどで岩ガ
キの養殖について試験養殖を進めていて、来年度
中に販売を始めるための体制を支援していきます。
　この日出席した関係者らは「身が大きくておい
しい」など意見が出され好評で、今後の特産品化
に向け期待が高まっています。

夏休みキッズ健康教室

康について楽しみながら学ぶ健
　８月 18 日、町保健福祉センターで夏休みキッ
ズ健康教室が開催され、町内の児童 13 人が参加
しました。
　この日は、健康に関するクイズや血圧・身体測
定、食品の中に含まれている塩分量の計算や調理
実習を行い、自分の適正な体重や健康について楽
しみながら学びました。
　参加した児童からは「塩分を取りすぎると病気
になることをはじめて知った」「包丁で野菜を切
るのが楽しかった」などの感想がありました。
　長島町は高血圧症の人が県平均と比べて多いと
いうデータがあります。町では小さいころから薄
味を心がける取り組みを今後も進めていきます。

↑生徒たちの演奏に聞き入る利用者たち

平尾中学校吹奏楽部が慰問

のこもった演奏を披露心
　８月 24 日、平尾中学校吹奏楽部の生徒７人が
長島町社会福祉協議会を慰問し、デイサービス利
用者のかたたちの前で演奏を披露しました。
　生徒たちは「日本愛唱歌アルバム」のほか３曲
を披露し、利用者たちは心のこもった演奏を聴き
楽しいひと時を過ごしていました。
　真剣に取り組む生徒たちの姿を見ていた利用者
のかたは「また来て演奏してください」「とても
楽しかった」などと感激しながら話していました。

↑活躍を誓う小島さん（写真左から 2 人目）と竹山さん（写真右）↑心肺蘇生法を習う参加者

↑Ａランク３連覇を果たした城川内チーム

第 12回自治公民館対抗ソフトボール大会

川内チームが３連覇城
　第 12 回長島町自治公民館対抗ソフトボール大
会が８月 15 日から８月 24 日にかけて開催され
ました。
　今大会には、Ａランクに 16 チーム、Ｂランク
に 14 チームの計 30 チームが出場し、公民館の
代表選手から構成された各チームが白熱した試合
を繰り広げました。Ａランクでは、城川内が貫禄
の３連覇を果たし、Ｂランクでは葛輪が初優勝を
飾りました。大会結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］城川内［準優勝］薄井Ｂ
　　　　  ［３位］田尻、蔵之元Ｂ
Ｂランク［優勝］葛輪［準優勝］藤之元
　　　　  ［３位］山中、菅牟田

日本語教室Ｎサロンで防災講座

心できる生活のために安
　町では在住外国人の日本語学習・地域との交流
を目的とした日本語教室「Ｎサロン」を開講し、
生活に根ざしたものや季節感のあるものをテーマ
に日本語の学習を行っています。
　８月 29 日、町文化ホールで東分遣所職員らを
講師に招いて防災講座を行い、火災や救急時の通
報の仕方や、心肺蘇生法について模擬練習を実施
し、参加者は懸命に取り組んでいました。
　参加者は「家族に緊急の事態が起きたときに、
連絡の仕方が分からずに困った経験があった。今
回の講座は生活するうえでとても助かる」と話し
ていました。

ジュニアアスリートに本町から２人が選出

児島国体での活躍を誓う鹿
　鹿児島県は、2020 年開催予定の鹿児島国体で活
躍が見込まれる県内の小中学生 475 人を「チームか
ごしま」ジュニアアスリートとして認定しました。
　本町からは柔道競技で、竹山真平さん（長島中・
３年）と小島大

ひろまさ

尚さん（川床中・３年）が認定され、
８月 29 日、川添町長に報告のため来庁しました。
　ジュニアアスリート認定の報告をした２人。竹
山真平さんは「選ばれたからには、練習を頑張っ
て、国体では鹿児島県に貢献できるように頑張り
たい」、小島大尚さんは「目標ができたのでそれ
に向けて練習を頑張りたい」とそれぞれ抱負を述
べました。
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10,662(-11)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,160( - 4 )
5,502( - 7 )

  4,487(+3)

新
た
に
景
観
協
定
団
体
を
認
定

　

花
に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
ふ
る
さ
と
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
新
た
に
１
団
体
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
沿
道
を
利
用
し
た
景
観

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
83
号

　

社
会
福
祉
法
人

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長　

中
納　

武
德

▽
広
報
係
で
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し

ま
し
た
。
操
縦
の
練
習
を
重
ね
、

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
に

持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
撮
影
を
あ

る
程
度
進
め
る
と
バ
ッ
テ
リ
ー
が

切
れ
る
と
い
う
警
告
音
が
…
い
つ

も
の
感
覚
で
着
陸
を
試
み
る
も
、

海
風
で
ド
ロ
ー
ン
は
揺
れ
、
船
も

波
に
揺
ら
れ
、
な
か
な
か
キ
ャ
ッ

チ
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
留
ま
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
と
っ
さ
に
同
船

し
て
い
た
記
者
さ
ん
が
キ
ャ
ッ
チ

す
る
部
下
の
足
を
支
え
何
と
か
着

陸
に
成
功
。
こ
の
時
の
助
け
が
な

か
っ
た
ら
、
部
下
と
買
っ
た
ば
か

り
の
ド
ロ
ー
ン
は
…
。

　

さ
て
、
秋
の
長
島
が
始
ま
り
ま

す
。
10
月
11
日
は
、
川
床
ふ
れ
あ

い
広
場
の
「
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
の
丘
」
が
オ
ー
プ
ン
。
色
鮮
や

か
な
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
来
場
者

を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
10
月
14
日
か
ら
は
、

２
年
に
１
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
な

が
し
ま
造
形
美
術
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
８
月
ご
ろ
か
ら
（
そ
れ

よ
り
以
前
か
ら
？
）
制
作
に
取
り

組
ん
だ
地
域
も
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
毎
回
創
ら
れ
る
力
作
を
今

年
も
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

平成 29年８月 31 日現在
(　) 内は前月比

↑認定を受けた町社会福祉協議会

第
８
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
催
決
定

　

花
フ
ェ
ス
タ
を
主
催
す
る
「
長
島
花

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
開
催
さ

れ
、
第
８
回
目
の
花
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

が
次
の
と
お
り
正
式
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

会
場
と
な
る
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
は
、

県
の
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事

業
」
に
よ
る
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
間
も
な
く
工
事
に
入
り
、
３
月
の

開
幕
に
は
、
前
回
ま
で
と
は
違
っ
た
新

装
さ
れ
た
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

花
壇
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
植
栽
す
る
花

ば
な
の
種
ま
き
な
ど
が
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。

○
期
日

　

平
成
30
年
３
月
24
日
（
土
）
～

５
月
６
日
（
日
）
ま
で
の
44
日
間

○
会
場

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
上
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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 11/3  11/4

１ ２

３１  11/1  11/2

○飯尾医院 88-5040
○出水眼科 62-8350
○こどもクリニック永松64-1500
○有村産婦人科・内科 73-4180
○白男川歯科医院 63-0009
◇こどもクリニック永松64-1500

□小学校運動会
（獅子島幼小中・汐見小学校を除く）

◎特定健診、胃がん検診
（長島町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（長島町文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（蔵之元公民館）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○境田医院 67-2600
○内山病院 73-1551
○橋口歯科医院 73-0508
◇キッズクリニック 63-7707

□小学校運動会
（汐見小学校）

体育の日

○平尾診療所 88-2595
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○福永内科循環器科 62-8200
○鶴見医院 73-0553
○石沢歯科医院 84-4411

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診、胃がん検診
（川床コミュニティセンター）
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（山門野コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□第 17 回ながしま造形美術展
（太陽の里ピクニック広場）

11 月 12 日（日）まで

○長島クリニック88-6405
○野田診療所 84-2023
○よう皮ふ科医院 63-1112
○しみずこども医院 68-0633
○よしだ歯科クリニック79-3443
□しおかぜ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○二宮医院 62-0167
○東医院 67-1861
○いまむらクリニック 73-1700
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○門松医院 64-6100
○こじま歯科医院 63-4618
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 10月９日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつち
かう」ことを趣旨としています。


